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ており，欧米における広報のテキストブックとして最も有名な Cutlip, Center and Broom（2006）にお
いては，その第 5 章にて，各種の広報関連団体を紹介しつつその団体が認定している資格（PRSA に
おける APR や IABC における ABC 等）について説明をしている。また，資格認定と広報専門職との
関係についての研究も Sha（2011）をはじめいくつかのものが存在している。
日本においても日本パブリックリレーションズ協会が 2007 年度より「PR プランナー資格認定制
度」を実施し，広報専門職の認定を開始している。修得すべき知識やスキルの難易度にあわせて PR






















また，キャリア形成に関連する議論として，広報専門職が“ real job” かどうかということについ
ての議論が存在する。ここでいう real job とは，腰掛けではない，やりがいをしっかりと感じること
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～30 代と，インターネットは就職後に世に出まわった世代である 40 代以上を対象としてピックアッ
プしている。1 人あたり 1 時間～1 時間 30 分のインタビューを実施した。
b．調査結果
まず RQ1 に関してである。最初に PR エージェンシーに入社する経緯としては，次の 4 種類が認




らの転職という形で PR エージェンシーに入社する場合である。4 つめは，全く関係のないところか
ら，コネクションなどを基に，PR エージェンシーに入社する場合である。
入社経緯に関して，特に性別差はなかった。大学から新卒で PR エージェンシーに入社するのは 20
代ないし 30 代の調査対象者に限定され，コネクション入社は逆に 50 代以上に限定された。広報関
連業務からの転職に年代による差はなかった。







を探している中でたまたま巡りあったと答えている。上述の通り，40 代以上で新卒で PR エージェ
ンシーに入社した者はおらず，就職活動時に PR エージェンシーの存在を初めて知ったのは 30 代以
下に限られる。





氏 名 性 別 年 代 最終学歴 インタビュー日
A 女 40 代 短期大学 2011 年 4 月 11 日
B 女 30 代 大学 2011 年 4 月 12 日
C 男 50 代 大学 2011 年 8 月 12 日
D
（注 1） 男 70 代 大学
2011 年 12 月 5 日
2011 年 12 月 19 日
（注 2）
E 男 30 代 大学 2011 年 12 月 19 日
F 男 50 代 大学院（注 3) 2012 年 1 月 25 日
G
（注 4） 男 20 代 大学 2012 年 2 月 21 日
H 男 30 代 大学 2012 年 4 月 9 日
（注 1）D 氏は広告会社系から独立系に移っており，現在は個人活動を行っている。




















本におけるインターネットの商業利用開始は 1993 年のことであり，20～30 代の広報専門職は新卒
の就職活動時にリクナビやマイナビといったサイトを活用している。これらのサイトでは，たとえ広
告業界やマスコミ業界を第一志望としていても，関連職種として広報専門職が提示されたり，選択肢
の一部として PR エージェンシーが提示されたりする。このことが PR エージェンシーを学生に知ら
せる手段となっているのではないかと考えることができるのである。
この 2 つの理由から考えるに，性別差はないものの，広報専門職となる経緯については年代差が
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Career Development of Public Relations Professionals




This explorative research is on the career development of public relations professionals in the
Japanese public relations agencies. Based on the prior researches, we develop three research questions
as below : 1）how the public relations professionals in Japan got a job with their first public relations
agency, 2）whether the public relations professionals in Japan knew what the public relations is at the
university, and 3）what kind of knowledge, skills, and qualities the public relations professionals in
Japan think is requisite for public relations profession. We conducted the interviews with eight public
relations professionals in Japan and found that 1）there are four processes how they got a job with the
agency and there may be the difference between the ages, 2）there is almost no chance to learn what the
public relations is at the university, and 3）they rarely think the professionals should have some
systematic knowledge or skills. The examination of the hypotheses with some quantitative research will
be asked in the near future.
Keywords : public relations agency, public relations professional, career development, process of
getting a job, education of public relations
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